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１０日（金）には、令和 ４年 度卒業証書授与式

を行い、２３名の卒業を祝 いま した。安来市長代

理として安来市教育委員会 秦 誠司教育長様のご

臨席のもと、卒業生は立派 な態 度で式に臨み、一

人一人卒業証書を受け取り、巣立っていきました。

１、２年生もしっかりとし た態 度で式に臨みまし

た。マスクについては、メ リハ リを意識して着脱

しました。

校長からは、式辞において、どんな逆風にも「し

なやかに」歩みを進めた卒業生を讃えるとともに、

次のことなどを伝えました。

①安来二中を出て見る「新 しい 景色」の中では、
自分では変えることがで きな いことに目を向け
るのではなく、変えられ るこ とに目を向け、も
っと前向きに、もっと自 分か ら、もっと積極的
に生きていって欲しい。 待つ のではなく、自分
からぐっと一歩踏み込ん で、 自分から「新しい
景色」を見続けるようにしていって欲しい。

②二中プライドを胸に秘め てが んばったように、
いつの日にか、ふるさと安来、ふるさと島根で、
安来プライド、島根プラ イド を胸にがんばって
欲しい。

保護者の方の愛情をいっ ぱい に受け、地域の皆

さんに支えられてきたこと に感 謝し、二中卒業生

としてのプライドをもち、 これ からの人生を切り

拓いていってくれることを 祈る ところです。ひた

むきに中学校生活を送った 二中 卒業生の夢はいつ

かきっと叶うと信じています。

２ ３ 名 の 門 出 に あ た り 、 本 校 P T A会 長 宮 本 信 也

様には、ご祝辞をいただき 、保 護者の方にお伝え

しました。また、出身小学 校等 たくさんの皆様か

ら祝詞・祝電をいただきま した 。本当にありがと

うございました。
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１２月に１、２年生を対象に実施した島根県学力学習状況調査の結果（国・数・英
・意識調査）についてお知らせします。学力テストの結果では、概ね努力の結果が成
果として表れている状況ですが、今後、努力を要する教科も見られる状況です。日々
の積み重ねをいかに進めるか、クロムブックの利用とのバランスを考えながら進めて
いきたいと考えています。
令和３～４年度の２年間、学力向上スローガン「よい学級 よい授業 よい家庭学

習」を前面に押し出して、取り組んできました。今後、さらに課題を分析し、授業改
善を進め、来年度、さらに具体的に学力育成を進めたいと考えています。
また、意識調査のうち「生活行動」の調査では、県平均を上回るものが多くありま

した。主な結果は下のとおりです。さらに力を引き出すことができる点も多くあり、
他の調査や学校評価の分析と合わせて、今後、取り組んでいくことにします。

＜２年生＞

○意識調査で県平均を大きく上回っている項目 (県 平均より 10ポ イント以上の差 )

・地域や社会をよくするために何をすべきか考えることがある (+22 .3)
・学校図書館を使った授業は、ほかの授業を行うときにも役立っていると思う (+20 .1 )
・ 学 級の 友 だちとの間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりす
ることができていると思う (+19 .0 )

・これまでの授業でコンピュータなどの ICTを どの程度使用しましたか（週 3回以上） (+16 .2 )
・勉強に辞書（電子辞書をふくむ）を利用している（ +15 .5）
・「 総 合 的 な 学 習 の時 間 」 で は 、集 め た情 報 を 課 題 に沿 っ て 整理 し て考 え、 発表 する
学習に取り組んでいる (+13 .6 )

・ 家 の人から言われなくても、進んで勉強している。（ +12 .1）

△意識調査で県平均を大きく下回っている項目 (県 平均より 10ポ イント以上の差 )

・朝は、時刻を決めて起きている (-14 .8 )
・ 睡 眠不足にならないようにしている (-14 .2 )

＜１年生＞

○意識調査で県平均を大きく上回っている項目 (県 平均より 10ポ イント以上の差 )

・新聞記事を読んでいる（ +17 .5）
・自分で時間を決めて、テレビを見ている。 (+11 .4 )
・これまでの授業でコンピュータなどの ICTを どの程度使用しましたか（週 3回以上） (+11 .3 )
・朝食は、家の人といっしょに食べている (+10 .7)
・ 朝 は、時刻を決めて起きている (+10 .6)

△意識調査で県平均を大きく下回っている項目 (県 平均より 10ポ イント以上の差 )

・家の人から言われなくても、進んで勉強している。（ -24 .9）

令和５年度に向けて、学校として取り組むように検討を進めていること

①家庭での学習課題を明確にし、具体的に示し、ひたむきに学習を続けさせる。
紙プリントによる復習教材も取り入れる。クロムブック利用とのバランスをとる。

②授業におけるティームティーチング等の充実、朝の学びの時間の有効活用、定期
テスト前の学習会の充実、自学ノートの充実などを図る。

その他にも、色々な面から、学力充実を図りたいと考えています。



- 2 -

ア ン ケート【肯定的意見の割合】
学校経営の 重点内容 （単位：％）
重点 教職員 生徒 保護者

R3 R4 R3 R4 R3 R4
進 路 保 障 の 理 念 を 学
校 経 営 の 基 盤 と し 、
安 来 の 未 来 と 自 ら の

（１） 生 き 方 を 関 連 付 け た
基本方針 学 習 を カ リ キ ュ ラ ム 93 .3 87 .5 85 .0 86 .3 86 .8 88 .6

の 軸 と す る こ と で 、
家 庭 、 地 域 と 協 働 し
自 立 し て 未 来 を 切 り
拓 く 生 徒 を 育 て て い
く
丁 寧 な 生 徒 支 援 と 個 100 .0 100 .0 98 .8 82 .5 87 .8 84 .3
に 応 じた学習支援

（２）
進 路 保 障 を 人 権 が 尊 重 さ れ た 学 86.7 81 .3 96 .3 83 .8 89 .0 87 .2
柱 と し た 人 習環境づくり
権 教 育 の 推
進 心 身 の 健 康 と 安 全 の 93.3 93 .8 91 .3 90 .0 86 .7 82 .8

確 保

総 合 的 な 学 習 の 時 間 100 .0 87 .6 96 .3 96 .2 80 .3 91 .4
（ ３ ） を 軸 と し て 課 題 解 決
確かな学力 型授業を実施

単 元 目 標 を 達 成 す る
た め に 、 １ 時 間 １ 時 92.9 80 .0 85 .0 96 .3 84 .3
間 で 育 成 す る 力 を 明
確にした授業の実践

（４） 安 来 の 未 来 と 自 ら の
ふ る さ と ・ 生 き 方 を 関 連 付 け て 92.9 93 .8 82 .3 86 .3 87 .2
キ ャ リ ア 教 考える生徒の育成
育の推進

自 己 理 解 力 、 自 己 有
用 感 、 自 己 肯 定 感 の 100 .0 87 .6 81 .3 92 .6 86 .8 95 .7
醸 成

（５） 81.8 96 .1
社 会 に開か 地 域 や 保 護 者 へ の 情 100 .0 100 .0 90 .0 93 .7
れ た 学 校 づ 報発信と共有
くり

上表中の記号の意味 ・・・・過去３年の平均より上がったもの
・・・・過去３年の平均より下がったもの
・・・・本年度 90％ 以 上のもの

次年度に向けて、次のようなまとめを ３ 月 後半
進めています。 16日 （ 木） 公立高校合格発表
（１）基本方針に関して 19日 （ 日） しまね家庭の日
① コ ロ ナ 禍 で は あ る が 、 比 較 的 地 域 と 連 21日 （ 火） 春分の日
携することができた。 23日 （ 木） 1， 2年 給食最終日
② 主 体 的 に 取 り 組 む 姿 勢 を さ ら に 追 い 求 24日 （ 金） 修了式・離退任式
めていかなければならない。 25日 （ 土） 学年末・学年始休業に入る
（ ２ ） 進 路 保 障 を 柱 と し た 人 権 教 育 の 推 （～ 4/9）
進 31日 （ 金） ∼４ /5（ 水 ）

① 支 援 を 必 要 と し て い る が 、 そ の 声 が 十 春休みにおける部活動中止期間
分 に 教 員 に 伝 わ っ て い な い と 感 じ て い ４ 月
る 生 徒 ・ 保 護 者 が い る 。 生 徒 に 寄 り 添 10日 （ 月） 着任式・始業式
い 、 可 能 な 範 囲 で の 個 別 支 援 の 充 実 を （新２，３年は午前中で放課、
検討する必要がある。 午後部活動を行う人は弁当持参）

② 人 権 学 習 な ど の 取 組 が 実 生 活 に つ な が 11日 （ 火） 入学式（ 14時 開 式）
っていない。十分な検討をしたい。 （新２，３年は全員弁当必要）

12日 （ 水） 生徒会オリエンテーション
（３）確かな学力の育成 部活動紹介・部活動見学
① 総 合 的 な 学 習 の 時 間 に つ い て は 、 本 人 （全学年弁当必要）
が 探 求 し た い 内 容 に な っ て い る か の 再 13日 （ 木） 給食開始
検討が必要。 身体測定

② ３ 年 間 の 学 び を ど う 積 み 上 げ て い く の 14日 （ 金） 任命式
か 再 構 築 し 、「 見 え る 化 」 を 工 夫 し た 専門委員会
い。 ※新型コロナウイルスの感染状況等により変更します

③ 「 ね ら い 」「 め あ て 」「 課 題 提 示 」 な ど
に つ い て 、 も う 一 度 、 授 業 づ く り の 観
点から再検討をする。

④ ク ロ ム ブ ッ ク の 利 活 用 を は じ め と す る
ＩＣＴ教育を一層推進する。

（４）ふるさと・キャリア教育の推進

① 安 来 の ひ と ・ も の ・ こ と を 活 用 し て 、
各 教 科 や 総 合 的 な 学 習 の 時 間 を 実 施 す
る こ と が で き て い る 。 さ ら に 活 用 方 法
の共通理解が必要である。

② 地 域 の 良 さ や 課 題 を 知 る だ け で な く 、
生き方を考えるところまで深めていく。
教員側の視点の与え方が大切である。

③ 随 時 、 キ ャ リ ア ・ パ ス ポ ー ト の 活 用 を
見直していく必要がある。

（５）社会に開かれた学校づくりの推進

① 保 護 者 は 二 中 の ホ ー ム ペ ー ジ を よ く ご ２ 月 1 8日 に 東 京 で 行 わ れ た 「 令 和 ４ 年
覧 に な っ て い て 、 楽 し み に し て い ら っ 度北方 領土に関 する全 国スピーチコンテス
し ゃ る 方 も あ る の で 継 続 し た い 。 学 級 ト 」 で 、 ３ 年 の Yさ ん は 、 全 国 ４ 位 ま た は
・学年通信も少しずつ出せるとよい。 ５位に 相当する 「審査 委員特別賞」を受賞

② 体 験 活 動 や 他 者 貢 献 活 動 を 行 っ た こ と しました。おめでとうございます。
を 通 し て 、 地 域 の 学 校 へ の 理 解 は 深 ま 落ち 着いて、 自分の 思いをしっかりと伝
っているように思える。継続したい。 えることができました 。


